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集落営農型生産組織，集落炭j易型組織経営体に分類している.また，金沢ほか (2001，2003， 2004) 
は，単に 4経営の主という通常の意味よりも機能的にやや厳密な意味の農業経営者，すなわち自主





























型の大規模経営に作業委託する21と， (2)個別に自立農業経営を行う型 そして (3)集落営農組合
87 
























































j支業に強く依存する農家が多かった(第 1-a l;gl) . しかし， 1960年代から 1970年代にかけて，農家に
兼業が浸透し， 1980年代には第2種兼業農家のみで全体の65.1%を占めるようになった.その後も
j民業に ~rtl く依存する農家は減少を続け， 2000年には自給的農家と販売農家のうちの第2種兼業農家
を合わせると全体の75.1%になってしまった.また， 2000年の総農家数は312万と 1960年の51.5% 
になった.農家所得に占める農業所得の割合は， 1955年には67.4%であったものが急速に低 Fし，












t::~J 第 2 極策業農家 /'-._ 
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なりピークとなったが，その後1971年や1980年， 1988年， 1991年， 1993年といった冷害年におけ
る極端な落ち込みを除けば，イノF付市積と対応して推移した.2002年の収穫量は887.6万tで1969年の











た東北1]本はますます優性となり， 1m雨日本の太平洋叙IJ の収量の低さとの対照性がさらに I~']慌になっ
た. しかし， 1980 年に I~I]IJT地方や北九州での収量が1qJび，さらに1990年と 2000年になると太平洋岸
の収量も上昇し，相対的に東北自本と[Eほ3日本の差が縮まった.
近年の [1本農業の変イヒは，農産物の変化にも現れている.第 1-c IRは農産物*1生産額を示したも




農産物の構成比については 1955年頃にはつにや麦類， イモ類， など主穀作物の産額が全体の
70%をIljめていた.なかでも米の割合は， 52.0%に達していた. しかし， 1960 年代後半から野菜や
果樹，畜産への転換が始まった. 1970年から米の生産調整が始まったこともあって，米の相対的地
位はますます低下した.この年には，米の産額の割合が37.9%となる一方，野菜と市産物の割合は



































































業就業者については， 1960 年から 1980年までに1，454万人から697)J人へと半減し， 2000年には販売
[11I1I1160'~ % O~ 20 




















































醐翻190- Eコ 40-70 

































1955年と 1960.11三の農家総所得はそれぞれ37.9万円と 44.9万円にすぎなかった.そのうち 1955年には
67.4 %， 1960 年には50.2%が農業所得であった.農家所得は1970年代に急速に拡大し， 1970年には




31.9 %と 17.0%にすぎない. 1994年には農家総所得は909.1万円とピークに達したが，それ以降，農
業所得の減少と民外所得の1liJび悩みがあいまって，農家総所得は減少している .2000年の民家総所
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この 2つの転機を境に， 日本農業からみて20l1t紀後半を，伝統的農業期 (1960年代以前)と兼業ー浸













イモ 1950 1960 1970 1980 1990 2000年
時代区分 貌緩怠緩漁業再編 m鋭
専・兼業農家 第 2種兼業 農家の減少第 i種兼業 (!$U強化)
水
作付面積 高位停滞 減少 (7~ 9年ごとに一一時的増加)
収穫量 安定 よ首 )JIJ 不 安定 治; 減 少
10a当り収量 安定増加 不安定増加 i不安定停滞 安定停滞
農業組生産額 低位停滞| よ白l去ヨf 力IJ 高位停滞 減少
労働 日寺 間 長時間|微減 ベメニニ~、 減 短 1I寺|前
居位指ミE 業機械 i:J 転機の普及 |淵コンパインの普及 農業機械の減少
労 農業従事者・ ベニ〉ノ/ iJ.支 少
働力
就業者
年 齢 若年・壮年人口多い 若年人口の減少| 高齢人口多い
后珪三釘ミ
農家総所得 低位停滞| I白iヨ 高位停滞;
家 農業所得 減少 Hif U夜 低位停滞; 微減
所 農外所得
j曽 停 {ifi ぺp，HtL二iZヨ一‘ 、i 高位{亭滞
うlマ回ナ
)JIl 



























この配列は，集落からの水平距離に加えて，数 100m に及ぶ垂直距離の存在によって，一一層 I~j維に観
察できた.第131盈は 1980年頃の飯I:EI高原のごしj虫干IJTJ模式で、あるが，これからも伝統的土地利用配置
を読みとることができる.これによると標高750mから 850m付近までのirjJ積層には水El3が広がり，













































用し， ~I三百十を維持してきた(1J:l林， 1991). そのためには，集落住民が共同で用水路や農道，河川敷
や海岸などを維持管理することが不可欠であった.薪炭の代用として屋敷林の下校や落葉を利用し，
肥料としてレンゲをすき込んだり，下日巴を用いたりした(箆瀬， 1981). 













就業の組み合わせ 1967ゴド 1972 ilミ 198311三 199411三 2002 :(1'-
i主業 16 (15.1) 1 ( 1.0) 5 ( 4.6) 6 ( 5.7) 5 ( .1.7) 
良業11心 農業+Uj稼(日庁長) 37 (34.9) 23 (21. 9) 9 ( 8.3) 6 ( 5.7) 4 ( 3.7) 
53 (50.0) 24 (22.9) 14 (13.0) 12 (11. 3) 9 ( 8.4) 
農業→-1¥稼 (1二1jil[)十会千j勤務(公務 団体勤務) 25 (23.6) 33 (31.1) 21 (22.2) 26 (24.5) 16 (15.0) 
兼業1"1心
農業十IB掠 (EllITO+会什勤務+公務(自営) o (0 ) 4 ( 3.8) 7 ( 6.5) 6 ( 5.7) 5 ( 4.7) 
農業+会社勤務(公務， I~l 営) 21 09.8) 36 (34.3) 49 (45.4) 40 (37.7) 48 (44.9) 
46 (13.4) 73 (69.5) 80 (74.0) 72 (67.9) 69 (64.1) 
非農家 会全|勤務，公務，自営，その他 7 ( 6.6) 8 ( 7.6) 14 (13.0) 22 (20.8) 29 (27.1) 



















転機や動力 ~7.Î除機の普及によって 1965年頃には小型機械を J~I~I心とした水稲作の一貰作業体系が完成
した(1軍1疫， 2003). さらに， 1960年代.1--)、降，小・中型の乗用トラクター や田植機， I~l 脱型コンパイ








































例によってもこのことは明確である. 1980年代まで増加していた兼業中心農家が， 1990 年代になると
減少し始め，これに代わって非農家が増加し始めた.第 1表では1983年に兼業中心農家が80戸であっ


































































































まず経営耕地面積であるが，主業農家が50%を越える 3ha以!二の規模を取り上げた(第15[:il) . 
総農家に i主める 3ha 以上の規模の農家の全自平均は5.3%にすぎないが，これを上回るのは石川県
を除いて東日本と九州地方に|浪られている.日本の縁辺部で値が高いといえよう.最も値が高いの






































知・長11)奇・熊本・下:rl J奇・鹿児島・沖縄の各県とその周辺である(第 181~1) .東北地方や中部地方， l!j 
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1:j1Jl集落は大字野木liJ奇を構成する 4つの農業集落の lつで， 2000年の世帯数は80戸，人口343，
農家数は35戸であった. 1993年 5月に竣工したもりや工業団地に接しており その用地買収によっ
て平均続営而積は65aにすぎない. 2000年の開き収りにより 35戸の農家を分類すると， 2戸は専業
農家であり，そのうち l戸は 7haの水稲作のほかに他の農家の水稲作作業を請け負っており，もう










い市jで直売している. Iふれあい市jは1}=1 10日頃から 12月25日前後まで 毎週水曜日と土曜日





































福島県南会津~~I~ -1ご先~lllllT は平坦部で標高450 ~ 550mの1開地域で，林tl，lj'，面積が町域の80%を占めて










炭!お支Jii-， J1! ihh桁i 人古I~
総会(公民館長 l人 副館長(仁IJj干を構成する 3つの
l互の区長) 3人，会計2人，監査2人，書記2人)
. 公民f館4出~ (1仁中一
































































加工i販売i飲食 自家i近隣!業者 o 100 200 300 400 500 600 700 800 
1994 。。 R/Iコ/Mi 100 翻
1995 。。o Is 95 5 
1996 。。 V/A/Si 100 
1999 。。 V/A尽/P/M 100 
1999 。 V 100 r 1999 。。 R/P 90 10 
2000 。 V/A/M 100 









ITj から 200 円前後の他段が中心で，農j五í~J n :.cIII~~ など高くても 500FLJ以下の値段となっている.収入の
うち 10%は直売所組織に納める.また，農産物を入れる袋は100枚単位(150円)で購入し，さらに

























生まれ)，妻の弟(1953年生まれ)の 4人で，主要農業労働力はこの 4人と 1968年と 1973年， 1977 
年生まれの男 3人の従業員である.また，労働が集中する育苗のためのハウスっくりや，育苗箱の
床土っくり，田植時などに年間に延べで150人を臨時に雇用している.


























所有農業機械としては， トラクターが4台 (68馬力， 52馬力， 45馬力， 38馬力)，育15器 6台
(1000枚入り 3台， 720枚入り 3台)，田植機が2台(乗用 8条植)，コンパインが3台(6条刈り 2
台，種子専用 5条メIjり 1台)，動力的除機2台， トラック 5台(軽トラック 4台， 1.5tトラック l台)， 
搬送トレーラ-1台，大豆管理機 2台となっている.また，施設としては作業場 2棟 (217.8m2と
300m2) ，格納庫1~来 (92Am2 ) ，青苗ハウス 24棟 (2，649m2)， ライスキャビン l基 (50t)， t住月巴舎2
棟 (378m2) が宅地の周辺に配置されている(写真 2) .なお，乾燥・調裂は隣接して建てられてい
る受託組合の施設を利用している.
Y農家の年間の作業としては 2月iや旬から育苗の準備作業が始まり 3月には育苗が始まる.そし
て4月終わりから 5)~ 22 EIまでがEI植である.その間大豆の播種作業が入る.EEl植後は水管理，施
)j巴， I坊徐 11珪 III干の除草などに忙殺される.育苗mのビニールハウスでは，育苗後ホウレンソウや I~l
ネギ，カブ，大根などを栽培する.また，一部の転作田では大根を栽培し，冬季に漬け物をつくっ
て販売する.稲刈は 9月中旬から 10月中旬までで，その乾燥・調製・包装・出荷作業が続く. 12}~ 
とl月は主に農業機械の整備や漬け物製造を行う.
YJ農家では 2棟の堆)j巴舎で，主|二糞と籾殻から有機肥料をつくり，水田 10a当たり 2.5t程度を施して




































であり， 千葉県白子町中里地区で施設留芸を行う K氏を中心として 7人が参加している.この農事
組合法人設立のきっかけとなったのは水耕トマト組合であった.
K氏はJA:長生青年部白子支部長を務めていた)1寺， I可じ支部に属する白子町の中里地区の 1人と牛












計200aのガラスハウスを新たに築造し，全室にM式水耕設備を導入した(写真 3) .そして 1989年
には農事組合法人を組織した.
組合員のうちの 1人が途iヤで死亡したため その分を引き継いだ 1人は50aの経営となった.生産
が軌道に乗り始めた 1998年には 一千葉県の事業補助を受け さらに 4人が25aのガラスハウスを増























に播種や定植を行うようにし， 1 B 2，000ケースの安定した出荷を目標としている.





算になる.このハウスでは年間 5回植え替えられ， 5 ~ 6列ごとに期間をずらして生産している.
これら66aのハウスと 26aのハウスごとに，さらに収穫時期をずらしているため，毘年出荷が可能と










K氏は， 2001 年 ~2002年にかけて，自家農業経営を有限会社化した.水耕トマト部門を担当する


















には94人と 3分の 2となってしまった.それでも農家 l戸あたりの農業就業者はおよそ 2人で、あり，
恒常的勤務者の多くも休自には農業に従事している.経営耕地規模は全体として大きく， 2.0 ~ 3.0ha 












































の所有耕地の農家が2戸， 2 ~ 3 haが14戸， 9戸が 1~ 2 ha， 1 ha未満は 3戸にすぎない.かつ
ては，ほとんどの農家で和牛を飼養していたが，近年の子牛の価格の低下と兼業の恒常化によって，
和牛繁殖を中止する農家が目立ってきた. しかし，それでも 9戸が和牛繁殖を継続している.農業
副次世帯の場合は， 60 ~ 70歳代の老夫婦が農業を主体的に行い，恒常的に農外就業に従事している
30~ 50歳代の若夫婦が，休iヨなどに農業を補助するという労働形態のものが多い.また， 6戸の非
j!史家のうち 3戸は恒常的勤務世帯 3戸は高齢者世帯である.















ている.集落の49戸がこれに加入している.役員は組合長と 2人の副組合長， 9人の委員， 2人の
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Changing Agriculture and Farm Successors in ]apan 
TABAYASHI Akira and IGUCHI Azusa 
Agriculture and rural areas in ] apan changed drastically in the latter half of the 20th centuηT. 
At present ] apanese agriculture is su百eringfrom various problems， one of which is a severe 
shortage of farm successors. Farm land has been held for a long time by a generation of farmers 
who engaged in both agricultural and non-agricultural work， and this generation is now retiring. 
This paper analyzes the evolutionarγprocesses of agriculture over the half centuηT from 1950 
to present and evaluates the sustainability of the agricultural activities with regard to proposed 
farm successors. Labour intensive farming， mainly based on manual and traditional rural way of 
life， was dominant in ]apan up to the end of the 1950s. The traditional rural villages transformed 
themselves into non-farming villages in the late 1960s and the early 1970s partly because of a 
reduction in farm working hours due to mechanization and land consolidation and partly because 
of an increase in opportunities for off-farm jobs and motorization. Work on their farms would be 
peIiormed in the evenings， on weekends， and during the annual factory vacations. In the 1970s 
and 1980s the number of farmers primarily involved in farming decreased while the number of 
farmers mainly engaged in non.剛farmwork kept increasing. A number of farmers stopped farming 
in the 1990s although they had farmland. Farmers who started part-time operations in the 1970s， 
reached retirement age， but many of their sons or daughters did not want to take over their 
parents' farm operations. The 1990s can be regarded as an important turning point for farming in 
]apan. In this situation the biggest problem at present is how ]apanese agriculture can continue 
and who wil maintain agricultural activities in the future. 
Related to this farm management change the following five匂Tpesof farm successors are found 
based on a review of the literature and government documents and on an analysis of statistics and 
our own field research. The tirst type are individual part-time farmers who carηT on both farming 
and working off-farm. In these households， inaddition to the part-time farmers themselves， their 
wives and elderly retired parents often play an important role in maintaining farm activities. The 
second匂rpeare viable full-time farmers who intend to expand the scale of their farm operations by 
taking over the agricultural activities of part-time or elderly farmers. Some ful1-time farmers have 
invested a great deal in facilities such as greenhouses or animal barns to increase their farm 
income. The third type are industrialized or commercialized farm operations involving farm 
companies and agricultural producers' co-operatives. The forth type are community farms， 
organized by a farm support group made up of village farmers. Very often national or prefectural 
governments tinancially support the construction of common farm facilities to encourage this type 
of farming. The final and last type are agricultural services establishments that take over some 
parts of agricultural activities of part-time or elder1y farmers. Among them， the second， third and 
2乱htypes wil become more important in the near釦ture.
Key words: ]apan， agriculture， farm successor， full-time farmer， community farm 
